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	本寄附講義は実務担当者により金融実務の基本的事項を説明し，金融理論が実際のトレーディング戦略や金融機関のリスク管理，顧客ニーズに対するソリューション等にどのように応用されているかを解説するものである。受講生はトレーディング戦略やリスク管理などの実務で金融理論がどのように応用されているのかを修得することができる。その内容は金利・為替デリバティブのトレーディング実務，定量投資（ロボット運用），銀行ALM，事業法人における市場リスクおよびデリバティブを活用したリスクコントロール手法など，多岐に亘っている。
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	グローバル化の進む社会経済システムの中で，経済学とその関連分野における専門的な知見と，豊かな教養に支えられた幅広い視野を持ち，的確な現実感覚と創造性を備え，多様な領域において自ら考える力を持って課題の発見と解決に努めるリーダーの育成をはかるため，経済学部「グローバル・リーダーズ・プログラム」のなかに寄附講義「基礎ゼミナールB」を開設し，10日間にわたるフランス・ドイツ短期海外調査を2025年2月に実施した。
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